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と　き　4月１８日d　午後３時～４時３０分  
ところ　石巻グランドホテル  
演　題　「脳を知り、認知症を予防する」  
講　師　東北大学加齢医学研究所 
　　　　脳機能開発研究分野 
　　　　　　　教授　川島　隆太　先生  
内　容　　最近、物忘れが多くなったと感じたり、言いた

い言葉がなかなか出てこないなど、思い当たるこ
とがありませんか？ 
　脳を鍛えることによって、このような症状が改
善される可能性があります。 
　毎日、積極的に脳を使う習慣をつけることによ
って、脳の機能の低下を防ぐことができるのです。 
　お子さんや若い方も、脳を鍛えることによって
創造力や記憶力を高め、我慢強くなるという効果
が期待できます。  

入　場　無料  
　　問　夜間急患センター　1９４‐５１１１ 

市民医学講座市民医学講座  市民医学講座  

問 

こ
の
た
び
7
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
平
成
１８
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
を
受
け
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
も
の

で
、
助
成
を
受
け
た
団
体
と
事
業
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

根
岸
会
館
運
営
委
員
会

〔
石
巻
地
区
〕

根
岸
会
館
運
営
委
員
会
は
、
住
民

相
互
の
親
睦
と
融
和
に
努
め
、
明
る

く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

水
明
町
内
会
〔
石
巻
地
区
〕

水
明
町
内
会
は
、
健
全
で
明
る
い

町
内
会
を
目
指
し
て
、
常
に
住
民
が

意
欲
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

大
沢
行
政
区
〔
河
南
地
区
〕

大
沢
行
政
区
は
、
多
彩
な
芸
や
技

を
伝
承
し
て
い
る
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
、
冬

期
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

と
高
齢
者
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る

場
所
に
必
要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し

た
。

大
指
契
約
会
〔
北
上
地
区
〕

大
指
契
約
会
は
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
春
祈
祷
の
獅
子
舞
の
伝
承
と
、

小
・
中
学
生
へ
の
笛
や
太
鼓
の
講
習

な
ど
後
継
者
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。

今
回
整
備
さ
れ
ま
し
た
備
品
に
よ

り
、地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

よ
り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
推
進
課（
内
線
５４９
）・

各
総
合
支
所
総
務
企
画
課

▲根岸会館運営委員会

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り 

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り 

宝
く
じ
助
成
で
地
域
づ
く
り 

▲大指契約会 ▲大沢行政区 ▲水明町内会

問

問　石巻警察署生活安全課　1９５‐４１４１問



防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会 

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会 

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会 

石
巻
消
防
署
管
内 

と
　
き
　
3
月
6
日（
火
）ま
で
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
　
分
 

と
こ
ろ
　
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
　
フ
リ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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３
月
に
入
る
と
冬
の
寒
さ
も
峠
を

越
え
、
火
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
注

意
心
が
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
の
上
、
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か

ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
毎
年
か

け
が
え
の
な
い
人
命
や
貴
重
な
財
産

が
多
く
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悲
し
い
出
来
事
を
１
件

で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
、
市
民
の

石
巻
市
長
賞

佐
々
木
亮
典
（
渡
波
小
６
年
）

西
村
　
　
歩
（
渡
波
小
５
年
）

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
長
賞

伊
藤
　
潤
哉
（
渡
波
小
６
年
）

松
谷
　
梨
沙
（
湊
小
５
年
）

石
巻
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

阿
部
　
晟
奈
（
鹿
妻
小
６
年
）

井
上
　
修
志
（
山
下
小
５
年
）

石
巻
消
防
署
長
賞

加
藤
　
早
織
（
中
里
小
６
年
）

内
海
　
　
遥
（
渡
波
小
５
年
）

石
巻
地
区
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

阿
部
　
美
紗
（
中
里
小
６
年
）

佐
藤
　
凛
花
（
稲
井
小
５
年
）

石
巻
市
防
火
管
理
協
議
会
長
賞

赤
坂
　
　
藍
（
中
里
小
６
年
）

横
堀
　
真
子
（
渡
波
小
５
年
）

石
巻
市
石
巻
消
防
団
長
賞

内
海
　
千
明
（
渡
波
小
６
年
）

中
村
　
紗
希
（
蛇
田
小
５
年
）

石
巻
公
仁
会
長
賞

中
川
　
洋
輔
（
貞
山
小
６
年
）

高
橋
　
桃
香
（
山
下
小
５
年
）

渡
波
同
仁
会
長
賞

北
村
　
　
萌
（
中
里
小
６
年
）

日
野
　
杏
菜
（
釜
小
５
年
）

石
巻
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
長
賞

羽
生
　
晴
佳
（
山
下
小
６
年
）

小
山
　
琢
也
（
渡
波
小
５
年
）

問
　
石
巻
消
防
署

1
９５
‐
７
１
１
１

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
つ
い

て
考
え
、
防
火
の
た
め
に
努
力
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

住
宅
防
火
、
い
の
ち
を
守
る

3
つ
の
習
慣
と
4
つ
の
対
策

3
つ
の
習
慣

¡
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

¡
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

¡
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

¡
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

¡
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

¡
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

¡
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
る
。

問
　
石
巻
地
区
消
防
本
部

1
９５
‐
７
１
１
１

問

全
国
統
一
防
火
標
語 

3
月
１
日
か
ら
7
日
ま
で 

 

「
消
さ
な
い
で 

あ
な
た
の
心
の 

注
意
の
火
。」 

春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

実
施
さ
れ
ま
す 
春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

実
施
さ
れ
ま
す 
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す 

　毎年この時期になると、高校・大学などの入学試験
や合格発表の話題が本格的に聞かれるようになってきす。 
　さて、国の第２次男女共同参画基本計画の項目のひ
とつとして、「理工系分野の人材育成の観点から、女
子高校生などのこの分野への進路選択を支援する。」
という重点事項が新たに盛り込まれました。 
　それでは、近年男女の大学などへの進学率というのは、
どのように変化してきたのかをみてみましょう。 

　上記グラフをみると、約４５年間のうちに、女性の大
学（学部）への進学率は上昇しているものの、男性の
進学率より低い状況が続いています。大学院への進学
率も上昇しているものの、ここ１０年程度男性の進学率
の約半分で推移し、その差は縮小していません。  
問　男女共同参画推進室（内線６００） 問 

男女共同参画コーナー 

男女の進学率について考えてみましょう！ 男女の進学率について考えてみましょう！ 

学校種類別進学率の推移 

〔文部科学省「学校基本調査」より作成〕 

（％） 

（年度） 昭和35 昭和45 昭和55 平成2 平成12 平成15 平成16
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95.7

96.7

96.0
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2.5
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81.6

市
長
賞

佐
々
木
亮
典
君

市
長
賞

西
村
　
歩
君

問


